








































































D.,990 など ) や家族の心理力動的要因（Johnson,A.
M.,Falstein,E.I.,Szurec,S.A.,9 な ど ） 及 び 学 校 要 因








Silverman,W.K.,987; 寺田 ,200a など）。
　学校場面で不登校事例にかかわる教師の場合、これら
の諸要因に対する専門的知識は浅く、スクールカウンセ



























































































































































の情報（98 ～ 2002、2 都道府県、計 202 事例）で
















　Last, C.G.,& Strauss, C.C. (990)：不安障害と診断さ
れた 6 名の登校拒否者についての研究の中で、登校拒
否 ( 不登校 ) との関わりがみられる子どもたちの年齢の
範囲は、0 歳あたりで上昇がみられ、 ～ 5 歳がピー
クとなることを報告。

















































図２．来所時の所属学年 (％ ) （寺田ら ,2009）






























































































































































































































































































































































































































































































































































　A 子、中 、欠席日数 80 日、原因：親の無理解、低学力、
中学卒業後は働く意志が強く勉強する必要はないと考え
ている。
　B 子、中３、欠席日数 5 日、原因：対人関係が乏し
く学級に馴染めない、体調不良の日が多い
　C 子、中２、欠席日数 2 日、原因：体調不良で週明
けの月曜日の欠席や疲労による週半ばの欠席が多い、登
校すれば快活で学習も意欲的
　D 男、中２、欠席日数 20 日、5 月半ばより体調不
良を訴え、6 月から完全に不登校、相談機関に通所歴あ
り、自己表現が乏しい



















































































































































































































































































































　20 代から 0 代の先生の大半が、過去または現在も
不登校の子どもの担任を経験していること。不登校に関
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